
アルコールチェックを実施しています。また、各行
政区の協力のもと「飲酒運転根絶署名活動」を実施
し、1 万人を超えた署名が寄せられています。

締結式において、有田警察署長は「この覚書締結
が周辺に波及し、大きな成果に結実することを祈念
しています。」と語り、千葉町長は「町一丸となって
飲酒運転根絶に取り組み、今後、お互いの絆を確か
なものにし、連携を強化していきたいと考えていま
す。」と語りました。

主な内容
平成 29年度町連結財務書類 4表を公表…

犬の登録と狂犬病予防注射…………

人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成…

子宮けいがん・乳がん・骨粗しょう症・大腸がん集団検診…

町の創業支援制度のご紹介…………

2

7

9

10

14

人と自然が織りなす，輝くまち

平成31年
3月22日発行

42019
No.697

牛久警察署と町は
『飲酒運転の根絶に関する覚書』を締結しました

2 月 8 日、町は、牛久警察署と「飲酒運転の根絶に関する
覚書」締結式を行いました。

この覚書は、町と警察が連携することにより、町民の皆さ
んの間に「飲んだら運転しない・運転するなら飲まない・運転
する人には飲ませない」という三ない運動を浸透させ、規範意
識を醸成し飲酒運転の根絶を図ることを目的としており、 
今後、警察との連携を強化するために締結しました。

町では、飲酒運転根絶に向けた取り組みとして、平成 30 年
9 月より「町職員飲酒運転根絶のための行動指針」を策定し、
公用車運転前のアルコール検知機を用いた（右下段に続く）

▼職員が公用車運転前に使用しているアルコールチェッカー



広報あみ 4 月号通常版　2019.3.22　2

町の財務書類

平成29年度
　阿見町財務書類4表
　　　　　　　　　　　　　　を公表します

財政課財政係☎888−1111（222）

町民 1人あたりの貸借対照表

資　産
184.1 万円

（＋2.4 万円）

負　債
34.2 万円（+2.4 万円）

純資産
149.9 万円（± 0 万円）

平成 30 年 3 月 31 日現在
住民基本台帳人口　47,453 人（+23 人）

◇　家計にたとえると　◇
資産（住宅・車・定期預金等）が 184.1 万
円です。
一方、まだ払い終わっていないローン 
残高（負債）が 34.2 万円あります。
純資産は 149.9 万円で、資産の 81％は 
支払いが終わっています。

現世代負担比率 87.9％（▲1.4％）
（純資産／有形固定資産）
有形固定資産の財源のうち、これまでの世代の負担（すでに納付され
た税金など）で賄われた割合です。

有形固定資産の財源のうち、将来世代が負担しなければならない 
割合です。

将来世代負担比率 18.3％（+1.0％）
（地方債／有形固定資産）

将来世代負担比率が低く、現世代負担比率が高いため、将来世代
への負担が比較的少ないと言えます。

■社会資本形成の世代間比率

貸借対照表から分かること

■一般会計ベースで作成しています。公営事業や関係団体を加味した連結ベースは、ホームページに掲載し
ます

■矢印（→）は財務書類４表の相互関係を表したものです。（　）内は前年度比較増減です

貸借対照表（バランスシート）とは、会計年度末（3 月 31 日）時点（出納整理期間中の増減を含む）に町が
住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その財産をどのような財源（負債・純資産）で 
賄っているかを総括的に対照表示した財務書類です。

貸借対照表

町では、これまで整備した資産や借入金といった負債などのストック情報、行政サービス提供のために	
発生したコスト情報など、町の財政状況を町民の皆さまにより詳しく知っていただくために、「統一的な基準」
に基づいて財務書類４表（貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）を公表	
しています。

資産 873.6 億円（＋11.7 億円） 負債 162.1 億円（＋11.0 億円）

純資産 711.5 億円（＋0.7 億円）

町が所有している財産の内容と金額で、行政サービ
スの提供能力を表しています。

地方債や退職手当引当金など、将来世代が負担する
ものです。

1. 固定資産 834.8 億円（＋11.6 億円）
（庁舎・学校・道路・長期延滞債権など）

2. 流動資産 38.8 億円（＋0.1 億円）
（現金預金・財政調整基金・未収金など）

1. 固定負債 146.3 億円（＋11.1 億円）
（地方債・退職手当引当金）

2. 流動負債 15.8 億円（▲ 0.1 億円）
（1 年内償還予定地方債・賞与等引当金など）

国・県からの補助金や税金などで過去・現世代が負担
してきたものです。うち、現金預金　11.0 億円（＋0.3 億円）
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町民の視点にたったまちづくり

行政コスト計算書
1 年間の行政活動のうち、福祉サービスやごみ収集といった資産形成に結びつかない行政サービスに係わる

経費と、その行政サービスの対価として得られた財源を対比させた財務書類です。

経常費用・臨時損失（A）146.0 億円（▲ 2.6 億円） 経常収益・臨時利益（B）8.5 億円（+0.1億円）

純行政コスト（B）－（A）
▲ 137.5 億円（+2.7 億円）

資産形成に結びつかない 1 年間の行政サービス 
（福祉サービス・ごみ収集など）を提供するために要し
た経費を表したものです。

ごみ処理手数料など、主に行政サービス提供の過程
で得られた受益者負担金を表したものです。

地方税や地方交付税といった一般財源で賄わなけれ
ばならないコストを表しています。

1. 人にかかるコスト 24.9 億円（▲ 1.4 億円）
（報酬・職員給与・手当など）

2. 物にかかるコスト 61.6 億円（+ 2.7 億円）
（賃金・物品購入・委託料など）

3. 移転支出的なコスト 57.4 億円（▲ 1.4 億円）
（社会保障給付費・補助金など）

4. その他のコスト 2.1 億円（▲ 2.5 億円）
（地方債の利子など）

1. 使用料・手数料 2.5 億円（+0.1 億円）
（施設使用料・住民票発行手数料など）

2. その他 6.0 億円（± 0 億円）
（学校給食分担金・指定ごみ袋売払収入など）

純資産変動計算書
町の純資産（貸借対照表に計上）が、1 年間にどの

ように増減したかを表している財務書類です。

資金収支計算書
町の 1 年間の資金（＝現金）が、どのように増減

したかを性質別に 3 つに区分した財務書類です。

本年度末現金預金残高 11.0 億円（+0.3 億円）

本年度純資産変動額 0.7 億円（+11.4 億円）

2. 税収など 98.6 億円（+1.7 億円）
3. 国・県からの補助金等 39.3 億円（+9.6 億円）
4. その他 0.3 億円（▲2.6 億円）
（固定資産の変動など）

本年度末純資産残高 711.5 億円（+0.7 億円）

前年度末現金預金残高 10.7 億円（+0.7 億円） 前年度末純資産残高 710.8 億円（▲ 10.7 億円）

（経常収益／経常費用）

投資活動収支の赤字分を他の黒字分で賄っており、 
全体として黒字となっています。

また、本年度末現金預金残高の 11.0 億円を翌年度 
以降の財源として繰り越しています。

純行政コストを税収などの一般財源や国・県からの 
補助金などで賄うことができたため、純資産が増加しま
した。

資金収支計算書から分かること

◇町民1人あたりの行政コスト計算書◇
経常費用・臨時損失 30.8 万円（▲ 0.5 万円）

－ 経常収益・臨時利益 1.8 万円（± 0 万円）
純行政コスト 29.0 万円（▲ 0.5 万円）

■受益者負担比率 5.8％（+0.1％）

行政コスト計算書における経常収益の経常費用に対す
る割合です。行政サービスに対して受益者がどれだけ負
担しているか分かります。

行政コスト計算書から分かること

行政サービスの大部分が受益者負担以外の税金など
で賄われています。

行政サービス（福祉サービス・ごみ収集など）の提供
に 1 人あたり 30.8 万円かかり、そのうち 1.8 万円
は保険料や手数料で負担され、残りを地方税などの
一般財源で賄ったことになります。

純資産変動計算書から分かること

1. 業務活動収支 14.3 億円（+0.5 億円）
（人件費・物件費など）

2. 投資活動収支 ▲25.2 億円（▲5.9 億円）
（公共資産の整備・基金積立金など）

3. 財務活動収支 11.0 億円（+4.7 億円）
（地方債の償還など）

本年度現金預金収支額 0.3 億円（▲ 0.4 億円）

4. 歳計外現金 0.2 億円（+0.3 億円）

1.純行政コスト ▲137.5億円（+2.7億円）



阿見町開催競技セーリング
茨城国体開催まであと 190日

Vol.12

茨城国体阿見町実行委員会HPでは国体情報を随時発信中!!「国体阿見町」で検索！

今年は「いきいき茨城ゆめ国体」開催年です

4

いよいよ今年9月、45年ぶりに茨城県で国民体育大会（通称「国体」）が開催されます。阿見
町はセーリング競技の開催地になっており、全国からたくさんの選手や関係者、観覧者等が町
を訪れます。競技の観戦や、ボランティア、関連イベントに参加して、国体を盛りあげましょう！

■観戦・応援
各都道府県の代表選手が4日間にわた

り、水上で熱戦を繰り広げます。
日本トップレベルの選手や地元選手の

パフォーマンスを間近で観戦できるチャ
ンスです。ぜひ、会場に足を運んで選手
達に熱いエールを送りましょう！

▲観覧艇に乗れば競技をより間近に解説付きで観ることができます

■ボランティア
ボランティアで国体に参加してみませ

んか？
初めてのボランティアでも大丈夫。個

人ではもちろん、グループでも参加でき
ます。詳しくは実行委員会ホームページ
をご覧ください。インターネットからの
申し込みも可能です。

▲環境美化活動 ▲計測補助

全国から来場する選手たちを応援するために、町内
の小中学校では、「応援のぼり旗」を作製しています。

大会以外の期間は、学校や公民館でも展示される
予定です。子どもたちの力作をご覧ください。

また、平成28年度より試験栽培を始めた「花いっぱ
い運動」は本番を迎えます。全国から訪れる選手・
関係者を、地域の花壇やプランターで育てたたくさん
の花々で歓迎し、大会を盛り上げましょう！ ▲応援のぼり旗 ▲花いっぱい運動

■おもてなし

（写真は愛媛国体） （写真は霞ヶ浦平和記念公園）



阿見町開催競技セーリング
茨城国体開催まであと 190日

　　　問い合わせ　国体推進室☎ 888－1111（226）5　広報あみ 4月号通常版　2019.3.22

国体で灯される炬火の火をつくるために、町内の各ふれあい地区館事業で火起こし体験を行います（採火）。
各地区で起こした火は、8月の『まい・あみ・まつり』で1つにまとめられ（集火）、それは「阿見町の火」（仮称：
正式名称を集火の際に発表予定）として国体総合開会式へ送られます。

※『ふれあい地区館事業』については、生涯学習課（☎888-2526）にお問い合わせください

■炬
き ょ か

火イベント

●炬火(きょか)とは
オリンピックの聖火にあたるもので、国体のシンボルとなるものです。
国体の総合開会式において炬火台に点火し、選手の健闘を祈り、その火は

大会が終わるまで灯しつづけられます。
今回の茨城国体では、県内市町村がそれぞれの火をつくり、笠松運動公園

陸上競技場（ひたちなか市）で行われる国体総合開会式において1つに集火
します。

■国体Facebook（フェイスブック）
茨城国体阿見町実行委員会では、町で開催するセーリング競技会

に関する情報はもちろんのこと、国体に関連したさまざまなイベン
ト情報などを随時提供しています。

ぜひ、Facebookページをフォローして、国体情報をチェックして
ください。みなさんの「いいね」をお待ちしています！

茨城県ではいきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会の成功に向けて「いばラッキー募金」を実施
しています。この募金は、大会運営費用として活用させていただきます。

募金を通して大会に参加しませんか？

いばラッキー募金にご協力をお願いします

5千円以上の寄付をされた人には、記念品としてオリジナルスポーツタオルとピンバッジを贈呈します！

●募金の方法：県内の主な金融機関に専用の振込み依頼書を用意しております。
詳細は、金融機関窓口までお問い合わせください。

●受付期間：10月31日（木）まで

●問合せ：いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会実行委員会事務局
（茨城県国体・障害者スポーツ大会局総務企画課）☎ 029ー301ー5405

▲オリジナルスポーツタオル（縦：200mm×横：1,100mm、綿100％） ▲ピンバッジ（直径：25mm）
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人がつながるまちづくり

町民活動推進課☎888ー1111（272）

行政区（自治会・町内会）は、「住民の手による快適で明るく住みよいまちづくり」を目指して、その地域にお
住まいの皆さんの手により自主的に運営される地縁に基づく組織です。他市町村等では自治会・町内会などの
呼び方としているところもありますが、組織としてのあり方や考え方はそれらと同じものであり、町としては
そのような組織を「行政区」と呼んでいます。

行政区とは

■住民相互のつながりのための活動
▼地域内の各種団体との連絡調整、相互支援
▼地域内の広報誌の発行
▼集会施設（公会堂・集落センター等）の維持管理

■健康・福祉推進のための活動
▼敬老会の開催
▼地域内独居老人や高齢者世帯への支援
▼各種募金活動への協力

■教育・スポーツ・文化を育むための活動
▼夏祭り等の実施、まい・あみ・まつりへの参加
▼町民運動会への参加
▼趣味・レクリエーション等活動の企画

■安全・安心な地域のための活動
▼自警団の組織、防犯パトロールの実施
▼自主防災組織との連携（自主防災訓練の実施、防災資機材整備）

■美しい環境づくりのための活動
▼クリーン作戦等清掃活動、資源物回収の促進・啓発
▼ごみ集積所の設置、維持管理
▼道路、公園管理の里親制度登録

主な活動（行政区によって異なります）

▼地域生活での困りごとや心配ごとを解決するために、また、災害などの不測の事態に対応するうえでも
町民の皆さんの身近なよりどころとなる大切な組織です
▼私には関係ない、近所づきあいは面倒くさいと思われるかもしれません。しかし、日ごろからの近所

づきあいは私たちの生活に安全と安心を与えてくれます
▼転入・転居された人で、行政区（自治会・町内会）へ加入を希望する際には、町民活動推進課までご連絡く

ださい。お住まいの地域の区長のご連絡先をお伝えします
▼地域でのふれあいの輪をひろげ、お互いに助け合いながら住みよい地域をつくっていくために、

ぜひ、行政区（自治会・町内会）に加入しましょう

行政区（自治会・町内会）に加入しましょう

▲筑見で行われた勉強会

▲富士団地で行われたミニギャラリー

▲南島津・南平台 1・2・3 丁目が参加した防災訓練

AMI AMI
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狂犬病の予防

犬の登録と
狂犬病予防注射

生活環境課☎888ー1111（252）

■犬の登録
犬を取得した日（子犬の場合は生後 90 日を経過した日）から 30 日以内に、町に登録を申請してください。登録が

済むと鑑札が交付されますので、犬の首輪等に着けておいてください。
登録は、生活環境課窓口のほか、狂犬病予防注射（集合注射）時や町内の動物病院での受診時にも行えます。

※飼い主の氏名・住所・犬の所在地・所有者・犬の死亡等の変更があった際は手続きが必要です。生活環境課へお越しください

■狂犬病予防注射
生後 91 日以上の犬には、狂犬病予防法により、毎年一度の『狂犬病予防注射』が義務付けら

れています。犬の所有者は、飼い犬に必ず狂犬病予防注射を受けさせてください（違反した場合
は罰則があります）。注射が済むと注射済票が交付されますので、犬の首輪等に着けておいてく
ださい。町外の動物病院で予防注射を受けた場合は注射済証明書が交付されますので、生活環境
課窓口に持参して注射済票の交付を受けてください。

▲鑑札と注射済票
■狂犬病予防注射（集合注射）を実施します
▼持参品 ▼登録済の犬❶料金：1 頭 3,400 円（注射料 3,000 円・注射済票交付手数料 400 円）❷飼い主に郵送された
はがき『犬の登録・狂犬病予防注射済票交付申請書』（必要事項記入）▼新規登録の犬料金：1 頭 5,400 円（登録
手数料 2,000 円・注射料 3,000 円・注射済票交付手数料 400 円）
4 月 6日（土）

南平台一／舟島ふれあいセンター

午
前

9 時00 分～ 9 時20 分
南平台二／舟島ふれあいセンター 9 時20 分～ 9 時30 分
南平台三／舟島ふれあいセンター 9 時30 分～ 9 時50 分
上島津／上島津農村集落センター 10 時00 分～10 時10 分
下・南島津／下島津新農村集落センター 10 時20 分～10 時30 分
追原／追原公民館 10 時40 分～10 時50 分
石川／石川農村集落センター 11 時00 分～11 時10 分
君島／君島構造改善センター 11 時20 分～11 時30 分
上条／上条構造改善センター

午
後

1 時10 分～ 1 時20 分
塙／塙公会堂 1 時30 分～ 1 時40 分
飯倉／飯倉公会堂 1 時50 分～ 2 時00 分
飯倉ニ／飯倉二区公民館 2 時10 分～ 2 時20 分
大形／大形農村集落センター 2 時30 分～ 2 時40 分
4 月 7日（日）

寺子／寺子区公会堂

午
前

9 時00 分～ 9 時10 分
筑見／筑見区自治会館 9 時20 分～ 9 時40 分
上本郷／本郷小学校駐車場 9 時50 分～10 時10 分
一区／本郷ふれあいセンター 10 時20 分～10 時30 分
シンワ／本郷ふれあいセンター 10 時30 分～10 時50 分
本郷／本郷ふれあいセンター 10 時50 分～11 時00 分
住吉／住吉公民館 11 時10 分～11 時20 分
二区南／うずら出張所 午

後
1 時10 分～ 1 時40 分

二区北／うずら出張所 1 時40 分～ 2 時00 分
4 月 13日（土）

上長／上長公会堂

午
前

9 時00 分～ 9 時10 分
福田／福田農村集落センター 9 時20 分～ 9 時30 分
下吉原／下吉原公民館 9 時40 分～ 9 時50 分
新山／新山新農村集落センター 10 時00 分～10 時10 分
上・中吉原／中吉原公会堂 10 時20 分～10 時30 分

4 月 13日（土）つづき
大砂／大砂区民館

午
前

10 時40 分～10 時50 分
下小池／下小池田園都市センター 11 時00 分 ～11 時10 分
上小池／上小池公会堂 11 時20 分 ～11 時30 分
実穀／実穀農村集落センター

午
後

1 時10 分 ～ 1 時20 分
中根／中根区公会堂 1 時30 分 ～ 1 時40 分
下本郷／JA下本郷倉庫 1 時50 分 ～ 2 時00 分
4 月 14日（日）

新町・廻戸／廻戸公会堂

午
前

9 時 00 分～ 9 時10 分
大室／大室集荷所 9 時 20 分～ 9 時30 分
レイクサイドタウン／レイクサイドタウン公会堂 9 時 40 分～ 9 時50 分
掛馬／掛馬新農村集落センター 10 時 00 分～10 時10 分
竹来／竹来区公民館 10 時 20 分～10 時30 分
北／若栗北公会堂 10 時 40 分～10 時50 分
宿・西方／若栗宿区公民館 11 時 00 分～11 時30 分
鈴木／鈴木区公会堂

午
後

1 時10 分 ～ 1 時30 分
三区上・下／三区公会堂 1 時40 分 ～ 1 時50 分
一区北・上郷／上郷公会堂 2 時00 分 ～ 2 時20 分
一区南／一区南公会堂 2 時30 分 ～ 2 時40 分
4 月 20日（土）

中郷西／西郷新農村集落センター

午
前

9 時 00 分～ 9 時10 分
阿見台・西郷／西郷新農村集落センター 9 時 10 分～ 9 時20 分
中郷東・霞台／宮ノ下第一公園 9 時 30 分～ 9 時50 分
立ノ越／立ノ越公会堂 10 時 00 分～10 時10 分
青宿／青宿公会堂 10 時 20 分～10 時40 分
岡崎／岡崎公民館 10 時 50 分～11 時10 分
曙東・南／曙集会所 11 時 20 分～11 時40 分
富士団地／富士団地中央公園 1 時 10 分～ 1 時30 分

午
後白鷺団地／しらさぎ会館 1 時 40 分～ 2 時00 分

中央東・西・南・北／阿見町役場 2 時 10 分～ 3 時00 分
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自分の健康は自分で守る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を受けましょう！

国民健康保険（国保）加入の皆さまへ

『特定健康診査』
ご自身の健康を守るため　年に一度は健康チェックを！

国保年金課☎888ー1111

町国保では、40 ～ 74 歳までの被保険者の皆さんの生活習慣病予防のため、『特定健康診査（特定健診）』を
実施しています。ご自身の健康管理のためにも健診は毎年継続して受けましょう。

特定健診は次のうちいずれか 1つの方法で年度内に 1回受診してください

特定健診の『医療機関健診』について

■集団健診（総合健診）・・・日程・申込方法は『広報あみ 6月号』に掲載します
▼総合保健福祉会館・地区公民館を会場に行う集団健診（総合健診）です。事前に申し込みが必要です
▼今回から、特定健診受診券に同封されている申込用紙での申し込みが可能になりました
※ 5 月下旬までに申し込みの確認が取れなかった人で、平成 29 年度・30 年度のいずれかに集団健診（総合健診）

を受診された人には、5 月下旬に案内通知・申込書を再度送付します

特定健診の内容

対　象 検査内容 自己負担額

40 歳（2020 年 3 月
31 日までに 40 歳に
到達する人）～ 74歳
の国保加入者

▼基本項目：問診・身体計測・血圧測定・脂質検査
・肝 機 能 検 査・血 糖 検 査・尿 検 査
・腎機能検査

▼詳細項目：心電図検査・貧血検査・眼底検査

▼集団健診（総合健診）　1,300 円
▼医療機関健診　1,300 円
▼人間・脳ドック　検査費用から助成額（人間ドック

23,000 円・脳ドック 30,000 円）を控除した額（特
定健診以外の検査項目を含む）

※検査項目・ドック検査費用は医療機関によって異なります。詳細は国保年金課へお問い合わせください

■受診方法
受診医療機関に直接申し込みをしてください。

受診の際には、『保険証』と『特定健康診査受診券』
が必要です。
※年度内に町の集団健診（総合健診）または人間
（脳）ドックを受診される人は受診できません

■受診可能期間
4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日

■受診できる医療機関（町と契約している医療機関）
町内の医療機関のみを抜粋しています。このほか、町外の

医療機関もありますのでお問い合わせください。
医療機関 住所 電話番号

霞ヶ浦成人病研究事業団健診
センター

中央 3 ー 20 ー 1 887 ー 4563

あみ小林クリニック 若栗 1765 ー 1 888 ー 2200
阿見第一クリニック 中郷 2 ー 30 ー 6 887 ー 3511
印南クリニック 荒川本郷 1329 ー 1 834 ー 2222
なるしま内科医院 本郷 1 ー 22 ー 1 869 ー 4820
南平台メディカルクリニック 南平台 1ー2213ー2 888 ー 0888
脳と心のクリニック 南平台 1ー 32 ー 1 819 ー 4047

国民健康保険に加入している特定健康診査対象者には、国保年金課から
3 月下旬に受診券を送付します

■医療機関健診・・・詳しくは下記「特定健診の『医療機関健診』について」
▼町国保が指定する医療機関でご自身の希望日に受診ができます

■人間ドック・脳ドック・・・詳しくは 9ページ
▼町国保が指定する検診機関でご自身の希望日に受診ができます
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人間ドック・脳ドックの受診費用の
一部を助成しています

健
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
集
団
健
診
に
お
い
て
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受

診
す
る
と
、
人
間
（
脳
）
ド
ッ

ク
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ド
ッ
ク
に
含
ま
れ

て
い
な
い
検
査
は
、
町
の
集
団

健
診
な
ど
で
受
診
で
き
ま
す

■
助
成
額

●
人
間
ド
ッ
ク
…
2
3
0
0
0
円

●
脳
ド
ッ
ク
…
…
3
0
0
0
0
円

■
申
込
方
法

▼
申
込
期
間
：
3
月
27
日
〜

2
0
2
0
年
2
月
28
日（
土
・
日
・

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
申
込
方
法
：
実
施
検
診
機
関
に
予

約
後
、
受
診
日
ま
で
に
、
本
人

が
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
直

接
国
保
年
金
課
ま
た
は
う
ず
ら

出
張
所
に
申
し
込
む
（
随
時
受

付
。
同
一
世
帯
の
場
合
は
代
理

申
請
可
。電
話
申
し
込
み
不
可
）。

決
定
後
『
助
成
決
定
通
知
書
』
を

交
付
（
う
ず
ら
出
張
所
で
申
請

の
場
合
は
後
日
郵
送
）

▼
受
診
可
能
期
間
：
4
月
1
日
～

2
0
2
0
年
3
月
31
日
ま
で
。

希
望
日
で
の
受
診
が
可
能
（
検

診
機
関
の
予
約
状
況
に
よ
る
）

国
保
年
金
課
で
は
、
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
り
生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す

る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
を
受
け
る
人
に
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
条
件

▼
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
、
次
の
❶
と
❷
の
両
方
を
満

た
す
人

❶
助
成
申
請
時
に
前
年
度
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

い
世
帯
に
属
す
る
人

❷
助
成
申
請
時
に
満
30
歳
以
上

（
脳
ド
ッ
ク
は
満
40
歳
以
上
）

の
人

▼
町
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
、
助
成
申
請
時
に
前
年

度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
未
納
が
な
い
人

※
助
成
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
い
ず
れ
か
に
限
り
、
年

度
内
1
人
1
回
に
限
り
ま
す

※
脳
ド
ッ
ク
は
、
前
年
度
に
脳
ド

ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

※
現
在
治
療
中
・
妊
娠
中
の
人
は
、

医
師
に
相
談
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

※
人
間
（
脳
）
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
町
の
集
団
健
診
に
お

い
て
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

町国民健康保険・後期高齢者医療の保険証をお持ちの皆さまへ

人間ドック・脳ドックの受診費用の
一部を助成しています

●●
受
診
期
間
は
4
月
1
日
か
ら
2
0
2
0
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

※
申
込
期
間
は
3
月
27
日
か
ら
2
0
2
0
年
2
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す

（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

■実施検診機関
町で指定している検診機関です。

指定検診機関 住　所 電話番号

霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町中央 3ー 20 ー 1 887ー 4563

筑波メディカルセンターつくば総合健診センター つくば市天久保 1 ー 2 856ー 3500

牛久愛和総合病院総合健診センター 牛久市猪子町 896 873 ー 4334

セントラル総合クリニック健診センター 牛久市上柏田 4 ー 58 ー 1 874ー 7985

土浦協同病院予防医療センター 土浦市おおつ野 4 ー 1 ー 1 846ー 3731

龍ケ崎済生会総合健診センター 龍ケ崎市中里 1 ー 1 0297ー 63 ー 7178

鳥越クリニック脳ドックセンター 牛久市女化町 223ー 5 874ー 8823

神立病院健診センター 土浦市神立中央 5-11 ー 2 896ー 6123

筑波学園病院健診センター つくば市上横場 2573 ー 1 836ー 1983

日立製作所土浦診療健診センタ 土浦市神立東 2 ー 27 ー 8 831ー 5838

筑波大学附属病院つくば予防医学研究センター つくば市天久保 2 ー 1 ー 1 853ー 4205

国立病院機構霞ヶ浦医療センター 土浦市下高津 2 ー 7 ー 14 822ー 5050
※土浦協同病院予防医療センター・日立製作所土浦診療健診センタでは、人間ドックのみの

助成となります

国保年金課☎888ー1111

みんなでささえ愛…こくほ



申込・問い合わせ　健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）　　　　　　　☎888－2940 10

自分の健康は自分で守る

申込期間・申込方法・申込先

検診名 対象年齢 検査内容 自己負担額
子宮けいがん検診 20 歳以上 子宮けい部細胞診 800 円

乳がん検診
※ 40歳以上は偶数
年齢のみ対象

30 ～ 39 歳 乳房超音波検査 700 円

40・42・44・46・48 歳 乳房マンモグラフィ検査（2方向）+乳房超音波検査
　※マンモグラフィのみでの受診も可

1,900 円
※1,200円

50・52・54・56 歳 乳房マンモグラフィ検査（1方向）+乳房超音波検査
　※マンモグラフィのみでの受診も可

1,400 円
※700 円

58 歳以上の偶数年齢 乳房マンモグラフィ検査（1方向） 700 円

骨粗しょう症検診
25 ～ 65 歳（男女とも可）
（昭和 29 年 4 月 1 日～

平成 7 年 3 月 31 日生まれ）
超音波でかかとの骨密度を測定 700 円

大腸がん検診 40 歳以上（男女とも可）免疫便潜血検査（検便） 600 円

●マンモグラフィ検査について
▼過去の受診歴に関わらず、偶数年齢の人は、マンモグラフィ検査を受診できます（2 年連続可）
▼平成 30 年度に受診していない奇数年齢の人で受診希望の人は健康づくり課へお問い合わせください

集団健診の流れ・対象年齢・自己負担額　※対象年齢は 2020年 3月 31日までの到達年齢

町では、11 ページ記載の日程で子宮けいがん・乳がん・骨粗しょう症・および大腸がん検診の集団健診を行います。
この機会に検診を受け、健康管理に役立てましょう！　また、病院での検診を希望される人は 12ページをご覧ください。

■申込期間
4月 19日（金）まで（必着）※お申し込みされた人には、5月中旬にご案内が届きます。申し込みされた日時
が希望者多数の場合、ご連絡せずに別日程でのご案内をさせていただきますのでご了承ください（先着順ではありません）

■申込方法
❶ 11 ページの集団健診申込用紙に必要事項を記入し、①②いずれかの方法でお申し込みください

①健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』）窓口に来館して申し込む
②はがきまたは封筒により下記へ郵送で申し込む

❷インターネットで申し込む（下記 URL または二次元コードから町ホームページへアクセスしてご確認ください）
※電話やファックスによる申し込みはできません

■申込先
❶〒 300ー0331　阿見町阿見 4671ー1　健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）
❷ https://s-kantan.jp/town-ami-ibaraki-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=9312

申込用二次元コード

▲

『子宮けいがん検診』『乳がん検診』
『骨粗しょう症検診』『大腸がん検診』
＜集団健診＞

今年度から乳がん検診の対象年齢・検査内容が変更となりました

❶申し込む
下記を参考に健康づく
り課に申し込む

❷受診券が届く
町から受診券・案内が届
く。受診日を確認する

❸健診当日
受診券・自己負担金を
持参し、検診を受ける

❹結果
約１か月後に郵送で
届く

➡ ➡ ➡
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自分の健康は自分で守る

日時・場所

検診項目により実施日時が異なりますので、下表にてご確認のうえ、お申し込みください。
※乳がん検診・骨粗しょう症検診・大腸がん検診のみの人は、原則『午前』の検診で受診してください
※子宮：子宮けいがん検診、超音波：乳房超音波検査、マンモ：乳房マンモグラフィ検査、骨粗：骨粗しょう症検診、大腸：大腸がん検診

期日
検診項目／受付時間

場　所
午前10時～ 10時 30分 午後 0時 15分～ 1時

6 月 11 日（火） 超音波・マンモ・大腸 子宮・超音波・マンモ・大腸

総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

12 日（水） 超音波・マンモ・大腸 子宮・超音波・マンモ・大腸

18 日（火） 超音波・マンモ・骨粗・大腸 子宮・超音波・マンモ・骨粗・大腸

19 日（水） 超音波・マンモ・大腸 子宮・超音波・マンモ・大腸

21 日（金） 超音波・マンモ・骨粗・大腸 子宮・超音波・マンモ・骨粗・大腸 かすみ公民館

23 日（日） 超音波・マンモ・骨粗・大腸 子宮・超音波・マンモ・骨粗・大腸 総合保健福祉会館
『さわやかセンター』25 日（火） 超音波・マンモ・骨粗・大腸 子宮・超音波・マンモ・骨粗・大腸

7 月 11 日（木） 超音波・マンモ・大腸 子宮・超音波・マンモ・大腸
本郷ふれあいセンター

12 日（金） 超音波・マンモ・骨粗・大腸 子宮・超音波・マンモ・骨粗・大腸

16 日（火） 超音波・マンモ・大腸 子宮・超音波・マンモ・大腸
総合保健福祉会館

『さわやかセンター』

■下記に該当する人はご注意ください
▼全検診共通：▽痛み・しこり・不正出血等の自覚症状のある人（医療機関で診察を受けてください）▽医療機関で治

療中または経過観察中の人（ご希望の検診を検診として受ける必要があるか主治医にご相談ください）
▼子宮けいがん検診：▽妊娠中の人（妊婦健診で実施するため重複して受けられません）▽子宮けいがん検診を初め

て受ける人（医療機関健診で受診してください）
▼乳がん検診：▽妊娠中の人・授乳中の人・豊胸手術を受けている人・カテーテルやペースメーカーを挿入している人（検

診を受診できない場合があります。お問い合わせください）

集団健診申込用紙

▶
コ
ピ
ー
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い

■集団健診申込用紙

氏名 生年
月日

電話
番号

※連絡の取れる番号をご記入ください

　 住所
阿見町

受診
項目

（希望する検診に○をつけてください） 　※対象年齢は 2020 年 3 月 31 日までの到達年齢

子宮けいがん
検診

（20 歳以上）

乳がん検診（いずれか１つ）
骨粗しょう症

検診
（25～65歳）

大腸がん
検診

（40 歳以上）
超音波のみ

（30 ～ 39 歳）

超音波 +
マンモグラフィ

（40 ～ 56 歳偶数）

マンモグラフィのみ
（58 歳以上偶数）
※ 40 歳以上偶数も可

希望
日時

実施日時をご確認のうえ、希望日時をご記入ください。
　・希望なし

　・希望あり　　　　　　　　　希望日：　　　月　　　日（午前・午後）
　　※子宮けいがん検診は午後のみの実施となります

4 月 19 日（金）締切 ※先着順ではありません
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自分の健康は自分で守る

検診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

成人健康づくり健診 20 ～ 39 歳 問診・身体計測（腹囲測定を含む）・血圧測定・尿検査・
血液検査（脂質・肝機能・血糖・腎機能） 1,500 円

胃がん検診
40 歳以上

胃レントゲン検査（バリウム検査） 3,100 円

大腸がん検診 免疫便潜血検査（検便） 300 円

肺がん検診 40 ～ 64 歳 胸部レントゲン検査 500 円

結核検診 65 歳以上 胸部レントゲン検査（肺がん検診を含む） 無料

喀
かくたん

痰検査
40 歳以上の

該当者
喀痰細胞診　※対象：胸部レントゲン検査を受診する
人のうち、『喫煙年数×1日の本数』が 600以上の人 1,100 円

前立腺
せん

がん検診 50 歳以上 血液検査　※対象：男性のみ 1,100 円

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型）

40 歳以上の
該当者

血液検査
※対象：過去に町の肝炎ウイルス検診を受けたことがない人

1,100 円

腹部超音波検診 40 歳以上 肝臓・胆のう・すい臓・腎臓・ひ臓の超音波検査 2,400 円

骨粗しょう症検診 25 ～ 65 歳 超音波でかかとの骨密度を測定 900 円

病院・健診センターで個人で受診する

『医療機関健診』
をご利用ください

医療機関健診　※対象年齢は 2020年 3月 31日までの到達年齢

過去の受診歴に関わらず、偶数年齢の人は、マンモグラフィ検査を受診できます（2 年連続可）。

検診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

子宮けいがん検診 20 歳以上
子宮けい部細胞診
※医師の判断で体部細胞診可（追加料金:1,200 円）

2,200 円

乳がん検診
※40歳以上は
❶偶数年齢のみ対象
❷乳房マンモグラフィ
検査のみの受診も可

30 ～ 39 歳 乳房超音波検査 1,300 円

40・42・44・46・48 歳 乳房マンモグラフィ検査（2方向）+乳房超音波検査 3,100 円

50・52・54・56 歳 乳房マンモグラフィ検査（1方向）+乳房超音波検査 2,600 円

58 歳以上の偶数年齢 乳房マンモグラフィ検査（1方向） 1,300 円
※マンモグラフィ検査のみ受診した場合の自己負担額　▼ 2方向：1,800 円　▼ 1方向：1,300 円

※マンモグラフィ検査を平成 30 年度に受診していない奇数年齢の人で受診希望の人は健康づくり課へお問い合わせください

子宮けいがん検診・乳がん検診　※対象年齢は 2020年 3月 31日までの到達年齢

医療機関健診の流れ

❶申込方法を確認し申し
込む
受診券が交付される

❷指定の医療機関に予約
する

❸検診当日
受診券・自己負担金を
持参し、検診を受ける

❹結果
医療機関または町から
郵送で届く

➡ ➡ ➡

今年度から乳がん検診の対象年齢・検査内容が変更となりました
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自分の健康は自分で守る

申込方法・申込期間・注意事項

■受診できる医療機関
▼医療機関健診：霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（東京医科大学茨城医療センター敷地内）
▼子宮けいがん検診・乳がん検診：近隣の医療機関で受診できます。詳しくは、健康づくり課までお問い

合わせください

■申込期間
4 月 1 日（月）～ 2020 年 2 月 28 日（金）

■受診券有効期間
受診券発行日から 3 か月間　※最終受診日は 2020年 3月 31日（火）です

受診できる医療機関・受診券有効期間

■注意事項
▼今年度すでに人間ドックや脳ドックを受診した人・受診予定の人・町の集団健診を受診予定の人は申し込み

できません　※ドックや集団健診で受診しない項目は、お申し込みできます
▼集団健診とは自己負担額が異なりますのでご注意ください
▼痛みなどの自覚症状がある人は、検診ではなく、医療機関で診察をお受けください
▼医療機関で治療中・経過観察中の人は、ご希望の検診を受診する必要があるか主治医にご確認ください
▼次に該当する人は、町が実施する健診は無料になります。申込時に手帳等の証明できるものをご提示ください

▼身体障害者手帳に記載されている身体上の障害の程度が 1 級または 2 級の人
▼精神障害者保健福祉手帳で法律施行令第 6 条第 3 項に規定する障害等級 1 級の人
▼療育手帳に記載されている障害の程度がⒶまたは A の人
▼生活保護受給者

「受診券」が交付されますので、下記❶❷いずれかの方法でお申し込みください
※電話やファックスによる申し込みはできません
❶健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』）窓口に来館して申し込む　
　※その場で受診券が交付されます。子宮けいがん検診のみ『うずら出張所』でもお申し込みできます
❷インターネットから申し込む（詳しくは下記 URL または二次元コードから町ホームページへアクセスし

てご確認ください。後日、受診券が送付されます）

がん検診を受ける人は、必ずお読みください

●がん検診を受けることでがんによる死亡リスクが減少します
●がん検診で「要精密検査」になった場合は、その後必ず精密検査を受けてください
●検診では、がんでないのに「要精密検査」と判定される場合や、がんがあるのにそのがん
を見つけられない場合もあります

●がん検診は町と各医療機関が連携して行っています。精密検査の結果は各関係機関で共有されます

がんの早期発見には、定期的に検診を受けることが最善の方法です

▼医療機関健診

http://www.town.ami.lg.jp/0000001103.html

▼子宮けいがん検診・乳がん検診

http://www.town.ami.lg.jp/0000001104.html

▼

医療機関検診二次元コード

▼

子宮けいがん検診・乳がん
検診二次元コード
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阿見町の創業支援制度のご紹介
～町の創業スクールに 45人の受講者が集い学びました～

にぎわいのあるまちづくり

商工観光課☎888ー1111（172）

町では、新たな需要やにぎわいの創出により町産業を活性化させるため、創業支援補助金制度を設け、阿見町商
工会や日本政策金融公庫、茨城県信用保証協会、町内金融機関と連携して創業支援に取り組んでいます。町の創業
支援制度に関する詳細は、町商工観光課までお問い合わせください。

あみ起業セミナーを開催しました（主催：阿見町商工会　共催：阿見町）

あみ起業セミナー【中小企業庁認定創業スクール】に多数の受講者が集い、起業のノウハウを習得しながら
ビジネスプランを作成しました。セミナー最終日にはビジネスプラン・コンテストを行い、優勝した大友さん
が中小企業庁主催のビジネスプラン・コンテストへ参加しました。本セミナーで起業に必要な経営・財務・人材
育成・販路開拓・IT 等のノウハウを習得し、夢の実現に向けて確実な一歩を踏み出しました。

WEB版あみ起業セミナーもあります（主催：阿見町商工会　共催：阿見町）

あみ起業セミナーを受講できなかった人を対象に『WEB 版あみ起業セミナー』を開設しました。対面型セ
ミナーとはひと味違った 15 種類のカリキュラムをご用意しています。WEB セミナー受講後、個別相談をと
おして適切なビジネスプランを作成することで、阿見町創業支援補助金制度へ申請できるようになります。

詳細は以下のあみ起業セミナーホームページでご確認いただくか、阿見町商工会までお問い合わせください。
▼受講料：2,000 円　▼WEB版あみ起業セミナー申込先：阿見町商工会

問い合わせ　▼阿見町商工会　☎ 887―0552（平日：午前 9 時～午後 4 時）
　　　　　　▼商工観光課　　☎ 888―1111（172）
　　　　　　　町商工観光課ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/0000003640.html

優勝者：大友 拓三さん 準優勝者：橋本 淳さん

4 位入賞：井上さおりさん3 位入賞：雨貝繁和さん

5 位入賞：大﨑理江さん セミナーの様子

屋号：ビーズガーデン
事業内容：認可外保育園

▼受賞コメント：セミ
ナーのおかげで質の高
いビジネスプランを作
ることができ、起業が
実現しました。阿見町
の待機児童解消に向け
て、園児にとっても保
育士さんにとってもハ
ッピーな保育園にして
いこうと思います。

屋号：Café　truck　O.C.
事業内容：移動カフェ

受賞コメント：ビジ
ネスプランの作成はと
て も 大 変 で し た が、
漠然としたイメージを
具体的にすることが
できました。多くの
お客さまに美味しくて
体に良い軽食を食べて
いただくことで、楽し
い時間をお届けしたい
と思います。

▼屋号：ふらわぁば
すけっと▼事業内容：
家 庭 的 保 育▼受賞
コメント：経営につい
てまったく無知でした
が、セミナーで多くの
ことを学べました。待
機児童解消の一助にな
れればと思います。

▼屋号：塾 Cafe▼事業
内容：ケーキ教室をメイン
と し た カ ル チ ャ ー 教 室
▼受賞コメント：あみ起業
セミナーで学んだ事を活
かし、新しい情報発信の
場所として町の活性化に
貢献できたらと思います。

▼屋号：料理教室 & カフェ
▼事業内容：クッキングスク
ール＆譲渡型保護猫カフェ
▼受賞コメント：人とペット
の食育を広め、命の大切さ
を伝えられるようなカフェ
を目指し、開業に向けて準
備を進めたいと思います。

https://bees-ami.com/
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館　☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

第 52 回予科練戦没者慰霊祭　特別展示『七十年目の奇蹟	見えてきた兄の最期
乙飛十八期山岸啓祐海軍少尉実弟	山岸修次氏所蔵遺品展』開催

予科練平和記念館『年間パスポート』の販売

予科練平和記念館の観覧券に「年間パスポート」が追加されました。
ご購入いただいて窓口でご提示いただければ、１年間何度でも予科練平和記念

館をご見学いただけます。
▼価　格：▽大人：1,500 円　▽小人：900 円
▼有効期間：購入日から 1 年間
▼その他：特別展など観覧料金が変更される場合には、パスポートが適用されな

い場合があります。詳しくは、予科練平和記念館に直接ご確認ください

年間パスポート (縦 5.4cm×横 8.6cm、上段：表面、下段：裏面 )▶

▼期　日：4 月 23 日（火）～ 6 月 2 日（日）
※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館となります

▼時　間：午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（最終入館は午後 4 時まで）
▼場　所：予科練平和記念館となり、陸上自衛隊土浦駐屯地武器学校内の「雄翔館」

特別展示コーナー
※雄翔館への入場は土浦駐屯地正門ではなく予科練平和記念館側通用門から徒歩

でお願いします。また、駐車場は予科練平和記念館の駐車場をご利用ください
▼内　容：戦後 70 年以上の年月を経て明らかになった乙種第 18 期飛行予科練習

生出身の山岸啓祐海軍少尉の遺書と最期の様子。そしてそれを始めて知った
ご遺族の思いをご遺品や写真、映像を展示することでご紹介します

▼観覧料：無料
▼主　催：公益財団法人海原会　☎ 03－3768－3351

◎学芸員のつぶやき

先月に引き続き、予科練習生の当番のお話です。
「食卓番」という役職があります。名前の通り食事の配給を担当し、食卓を清潔に保ち、食器類の消毒を

します。小学校のころに担当した給食当番を想像していただければ間違いないかと思います。ただ、軍隊ら
しいと言いましょうか、食事を運ぶにも競争のようだったそうです。烹

ほうすいじょ

炊所と呼ばれる厨房から、ひとつの
食卓ごとに名前の書かれた食缶を手に取ると、食卓番は走るような勢いで食事を運んだそうです。

遅れて罰があるわけではないのですが、とにかくよそよりも早く運び、配膳するという伝統があった
そうです。
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❷
水
神
宮

大
室
の
水
神
宮
に
祭
ら
れ
て

い
る
水
神
様
は
漁
業
･
舟
運
業
に

関
わ
る
人
々
の
守
護
神
と
し
て
、

水
害
･
水
難
除
・
火
災
除
、
ま
た

水
に
関
わ
る
商
売
を
繁
昌
さ
せ

る
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

湖
岸
の
舟
留
ま
り
に
は
必
ず
祀

ら
れ
て
お
り
、
湖
全
体
で
は
30
以

上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年
以
降
、

湖
岸
堤
の
整
備
が
行
わ
れ
、
祠

が
湖
岸
か
ら
内
部
に
移
動
し
ま

し
た
。

■
町
国
体
会
場
や
そ
の
周
辺
に

あ
る
文
化
財
等
を
訪
ね
て

町
で
は
、
9
月
29
日（
日
）か
ら

10
月
2
日（
水
）に
か
け
て
、「
い

き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
セ
ー
リ

ン
グ
競
技
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
町
民
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
そ
の
会
場
や
周
辺
に
あ
る

文
化
財
等
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

❶
霞
ヶ
浦
セ
ー
リ
ン
グ
特
設

会
場

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
」
は
、
全
国

か
ら
約
6
0
0
人
の
選
手
・
監
督

が
参
加
し
、
大
室
の
霞
ヶ
浦
湖
畔

に
位
置
す
る
霞
ヶ
浦
セ
ー
リ
ン
グ

特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
26
日
か

ら
28
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
セ
ー

リ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」

で
は
、
全
国
か
ら
2
0
0
人
以
上

の
選
手
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

今
回
の
町
民
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
は
、『
阿
見
観
光
ガ
イ
ド
』の
筧
田
聡
さ

ん
に
今
年
開
催
さ
れ
る
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
」

の
会
場
や
そ
の
周
辺
に
あ
る
文
化
財
等
を
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
町
民
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
は
、
今
回
の
掲
載
で

最
終
回
と
な
り
ま
す
。

町
民
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

『
町
国
体
会
場
周
辺
の
散
策
』

❹ 竹来の阿弥神社

❷ 湖岸の舟留まり付近にある水神宮
❶『霞ヶ浦特設セーリング会場』で、町民特派員の岡野さん（写真左）・
千葉さん（写真右）と『阿見観光ガイド』の筧田さん（写真中央）

❺ 阿見坂の桜並木

リハーサル大会では 100 艇 
以上が競技に参加しました
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ま
た
、
取
材
し
た
内
容
を
文
章

に
し
て
読
む
人
に
伝
え
る
の
は
、

想
像
以
上
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
よ
り
広
報
を
身
近

に
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
千
葉
特
派
員

▼
今
回
の
取
材
を
通
し
て

今
回
の
取
材
で
は
、
5
か
所
の

文
化
財
等
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、

新
し
い
発
見
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
町
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
阿
弥
神
社
は
、
元
禄
4
年

に
建
造
さ
れ
た
町
内
最
古
の
建
物

で
あ
り
、
神
域
を
囲
む
樹
叢
も
、

し
っ
か
り
と
保
存
し
て
い
く
べ
き

大
切
な
史
跡
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
あ
ま
り

意
識
し
な
か
っ
た
阿
見
坂
の
桜
並

木
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
春
の
散
策

候
補
と
し
て
P
R
し
て
い
こ
う
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

「
阿
見
観
光
ガ
イ
ド
」
の
筧
田

さ
ま
の
ご
説
明
が
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
町
民
特
派
員
の
活
動
を
通
し
て

特
派
員
と
し
て
町
内
の
い
ろ
い

ろ
な
場
所
や
各
種
の
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
行
政
の
活
動
内

た
予
科
練
習
生
の
訓
練
を
し
て
い

た
土
浦
海
軍
航
空
隊
と
、
霞
ヶ
浦

海
軍
航
空
隊
を
結
ん
で
い
た
県
内

初
の
舗
装
道
路
に
あ
る
桜
で
す
。

昭
和
20（
1
9
4
5
）年
の
阿
見

大
空
襲
に
耐
え
た
3
本
の
桜
が

現
存
し
て
い
ま
す
。

■
町
民
特
派
員
を
経
験
し
て

感
じ
た
こ
と

●
岡
野
特
派
員

▼
今
回
の
取
材
を
通
し
て

阿
見
観
光
ガ
イ
ド
の
筧
田
さ

ん
の
ご
案
内
で
町
内
の
文
化
財

な
ど
を
取
材
し
、
多
く
の
こ
と

を
知
り
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま

し
た
。
個
人
的
な
お
す
す
め
は

「
霞
ヶ
浦
平
和
記
念
公
園
」
で
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い
皆
さ
ん
へ
平

和
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す

る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▼
町
民
特
派
員
の
活
動
を
通
し
て

広
報
で
特
派
員
の
募
集
を
見

て
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る

気
持
ち
で
応
募
し
、
そ
れ
か
ら

1
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

特
派
員
と
し
て
活
動
を
し
た

こ
と
で
今
ま
で
何
気
な
く
手
に

し
て
い
た
広
報
を
新
た
な
視
点

で
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

❸
霞
ヶ
浦
平
和
記
念
公
園

平
成
22
年
に
設
置
さ
れ
た
都
市

公
園
で
す
。「
ち
び
っ
こ
広
場
」

や
「
集
い
の
広
場
」
な
ど
、
世
代

を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
施
設
が
整

備
さ
れ
、
休
日
に
は
た
く
さ
ん
の

家
族
が
訪
れ
ま
す
。
公
園
内
に
は

予
科
練
平
和
記
念
館
も
あ
り
、

予
科
練
を
中
心
と
し
た
戦
争
の

歴
史
を
保
存
・
展
示
し
、
次
世
代

に
伝
え
、
命
の
尊
さ
や
平
和
の

大
切
さ
を
考
え
る
施
設
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

❹
竹
来
の
阿
弥
神
社

元
禄
４
（
1
6
9
1
）
年
に
建

造
さ
れ
た
町
内
最
古
の
建
造
物
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
域
を
囲
む
杉
の
大
木
群
は

「
阿
弥
神
社
樹じ

ゅ
そ
う叢

」
と
し
て
、
樹

齢
3
5
0
年
を
超
え
る
も
の
も
あ

り
、
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

❺
阿
見
坂
の
桜
並
木

「
海
軍
道
路
」
と
呼
ば
れ
て
い

容
等
を
知
る
機
会
が
増
え
、
今
ま

で
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
町
の
素
晴
ら
し
さ
や
町
民
活
動

の
様
子
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
、
今
回
特
派
員
を
経
験
で
き
た

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
然
と
環
境
が
町

民
と
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
の

た
め
、
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
活

動
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

1
年
間
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
民
特
派
員
と
し
て
、
岡
野
敏

子
さ
ん
、
千
葉
昭
夫
さ
ん
に
１
年

間
広
報
あ
み
の
取
材
・
作
成
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
阿
見
観
光
ガ
イ
ド
』
は
、「
町

の
観
光
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
」

「
町
民
の
郷
土
愛
・
生
き
が
い
を

生
み
出
す
こ
と
」を
目
的
に
、
平

成
23
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
を
希
望
さ

れ
る
人
」「
ガ
イ
ド
会
員
に
参
加
・

協
力
し
た
い
人
」
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s
阿
見
観
光
ガ
イ
ド
（
商
工
観
光

課　

あ
み
観
光
協
会
内
）

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
1
7
5
）

『
阿
見
観
光
ガ
イ
ド
』

と
は
？

町民特派員レポート

霞ヶ浦平和記念公園から望む
予科練平和記念館
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AMI AMI インフォメーション

▼
日
時 

4
月
21
・28
日
、
5
月
19

日
、
6
月
16
・
23
・
30
日
、
7
月
7
・

21
日
、
8
月
4
・
18
日
の
日
曜
日

（
全
10
回
）、
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所 

中
央
公
民
館
3
階
集
会
室

▼
参
加
料 

3
5
0
0
円
（
そ
の
内

5
0
0
円
は
町
体
育
協
会
登
録
費
）

▼
申
込
方
法 

当
日
会
場
で
受
付

s
❶
▼
町
体
育
協
会
事
務
局
（
中
央

公
民
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

▼
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

伊
藤
☎
0
9
0
ー

1
4
3
6
ー

8
7
7
8
x
8
8
8
ー

0
5
3
5

❷
町
体
育
協
会
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

部
只
野
☎
0
9
0
ー

7
9
2
5
ー

こ
れ
ま
で
町
役
場・う
ず
ら
出
張
所・

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い

た
母
子
健
康
手
帳
は
、『
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
開
設
に
伴
い
、

4
月
1
日
か
ら
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー

の
み
で
の
交
付
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
？　

4
月
1
日
か
ら
さ
わ
や

か
セ
ン
タ
ー
に
開
所
す
る
妊
娠･

出

産･

子
育
て
期
を
通
じ
て
、
切
れ
目

の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
ご
提
供
し
、
妊

婦
さ
ん
と
ご
家
族
の
健
康
づ
く
り

と
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
機

関
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
渡
し

す
る
際
に
、
保
健
師
と
の
初
回
面
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
お

話
を
お
伺
い
で
き
る
よ
う
に
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
⋮　

❶
妊
娠

届
出
書（
総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
で
ご
記
入
い

た
だ
け
ま
す
）
❷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
ま
た
は
個
人
通
知
カ
ー

ド
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
免
許
証
・
保
険
証
・
診
察
券
な
ど
）

❸
妊
娠
を
証
明
す
る
も
の
（
病
院

か
ら
渡
さ
れ
た
書
類
な
ど
が
あ
る

人
）
を
持
参
し
総
合
保
健
福
祉
会

館
『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

s
健
康
づ
く
り
課
（
総
合
保
健
福
祉

会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

❶
『
第
27
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
』

参
加
者
募
集

▼
期
日 

6
月
28
日（
金
）

▼
場
所 

阿
見
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

▼
参
加
資
格 

町
内
在
住
・
在
勤
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
（
学
生
除
く
）

▼
競
技 
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
新
ぺ
リ
ア
方
式
）　

※
ド
ラ

コ
ン
・
ニ
ア
ピ
ン
競
技
実
施
。
グ

ル
ー
プ
等
で
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
ペ
参

加
可
。
雨
天
で
も
ゴ
ル
フ
場
の
ク

ロ
ー
ズ
宣
言
が
な
け
れ
ば
開
催

▼
募
集
人
数 

2
2
0
人
（
定
員
で

締
切
）

▼
参
加
料 

▼
参
加
費
：
3
0
0
0

円
（
参
加
賞
お
よ
び
賞
品
代
等
）

▼
プ
レ
ー
費
：
9
0
0
0
円
（
昼
食・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
等
）

▼
申
込
方
法 

4
月
6
日（
土
）〜

5
月
26
日（
日
）の
間
に
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
む　

※
申
込

用
紙
は
、
4
月
2
日（
火
）か
ら
中

央
公
民
館
1
階
事
務
室
前
で
配
布

▼
組
合
せ
表
配
布 

6
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
中
央
公
民
館
1
階

事
務
室
前
で
配
布

❷
『
社
交
ダ
ン
ス
入
門
講
習
会
』

参
加
者
募
集

4
月
1
日
か
ら
母
子
健
康
手
帳

交
付
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す

町
体
育
協
会
か
ら
❶
・
❷

蔵福寺は伊達政宗が来訪したことでも知られています。慶長 11
（1606）年に政宗は龍ヶ崎領を得て、寛永 2（1625）年に見分を
行いました。記録によると 8 月 24 日に龍ヶ崎に着き、9 月 1 日
には潮来から鹿嶋へ渡っています。今回紹介する「金森出雲守重
頼宛伊達政宗書状（大阪城天守閣所蔵）」によると鷹狩をしたがお
目当てのうずらが少なくて退屈している、と政宗は書いています。

政宗が滞在したのは現・旧蔵福寺のどちらか、どのルート
でやって来たのかなど、興味深い歴史ミステリーがあります。

（以下書状の文面）

s 生涯学習課文化財係（中央公民館内）☎ 888―2526

町の文化財・文学紹介　郷土の文化財『蔵福寺③』

7
7
0
3

▼
日
時 

4
月
9
日（
火
）午
前
9
時

30
分
か
ら
1
時
間
程
度

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』別
館
）

▼
対
象 

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）

s（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

◀伊達政宗の
　書状

（追書）尚々、御音信千々万々泰候、又見事之菓子、則たべ候、
辱候ゝ、以上（本文）扨々此方へ之御音信、却而致迷惑候、従龍ヶ
崎、爰元追原と申所へ、今日移申候、うつら少々有之由、兼々及
承候キ、一切無之候て、無曲存候、此辺、野ハ所々何ほとも御坐候、
すくなき物ハうつらにて候、雲雀ハはや過候へハあくみ申事ニ候、
恐惶謹言　松陸奥守　八月廿八日　政宗（花押）　金雲州様　御報
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AMI AMIインフォメーション

（
木
）、
9
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）、

17
日（
水
）〜
18
日（
木
）、23
日（
火
）

〜
25
日
（
木
）、
日
没
か
ら
約
3

時
間
以
内
（
各
機
2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校

総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

▼
期
日 

5
月
12
日（
日
）

▼
受
験
資
格 

▼
男
女
警
察
官
A
：

1
9
8
6
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
も
し
く
は

2
0
2
0
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
人
事
委

員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
人

▼
男
女
警
察
官
Ｂ
：
1
9
8
6
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
11
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い

人
▼
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

▼
募
集
期
間 

4
月
12
日（
金
）午
後

5
時
ま
で　

※
今
回
の
試
験
か
ら

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
み

に
な
り
ま
す

▼
採
用
予
定
日 

10
月
1
日
ま
た
は

2
0
2
0
年
4
月
1
日

s
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
0
1
2
0
ー

3
1
4
ー

0
5
8

phttps://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

kenkei/saiyo/ibarakipc_site/

県
よ
り
「
指
定
難
病
特
定
医
療
費

受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
た
人
に

町
難
病
患
者
福
祉
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

左
記
の
支
給
要
件
に
該
当
さ
れ
る

人
で
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
申
請
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
要
件 

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
こ
と
❶
県
発
行
の
『
指
定
難
病

特
定
医
療
費
受
給
者
証
』
を
持
っ

て
い
る
❷
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
❸
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
❹
障
害
者
支
援
施
設
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
社
会
福
祉
法

第
2
条
第
2
項
に
規
定
す
る
第
一

種
社
会
福
祉
事
業
の
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い

▼
支
給
額 

月
額
3
0
0
0
円　

※

毎
年
3
月
に
口
座
振
込
で
一
括
支

給
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
支
給

▼
申
請
方
法 

▼
指
定
難
病
特
定
医

療
費
受
給
者
証
の
写
し
▼
本
人
名

義
の
預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
▼
印
鑑
ー
を
持
参

し
、
直
接
左
記
に
申
請
す
る

s
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
6
5
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
〜
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

4
月
2
日
（
火
）
〜
4
日

『
難
病
患
者
福
祉
手
当
』
の

支
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か

■スポーツ振興くじ助成金で町総合運動公園の設備を整備しました
町では、町民の皆さんが安心・安全にスポーツを行うことができるように、

老朽化した施設等の改修を実施しており、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンターの「地域スポーツ施設整備事業」を活用して、町総合運動公園のフッ
トサルコートを整備しました。

この助成事業は、スポーツ振興くじの事業収益を財源として、地方公共団
体およびスポーツ団体が行うスポーツ活動に対して実施されており、豊かな
スポーツ環境の整備を推進し、スポーツ振興を図るうえで重要な役割を担っています。
▼整備した設備

▼老朽化したフットサルコート人工芝の張替（町総合運動公園内）
s生涯学習課☎ 888 － 2526

町総合運動公園フットサルコート 張替えられた人工芝

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場

『
夜
間
飛
行
訓
練
』

県
警
察
官
採
用
試
験
実
施
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人権相談／行政相談
日　　時	 4 月 4 日（木）　午前 10 時〜午後 3 時
場　　所	 役場 3 階 301 会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー 1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9 時〜午後 4 時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー 2772
教育相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 9 時〜午後 3 時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888 ー 1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1 時〜 4 時
弁護士相談	 月 1 回（第 1 水曜日）午後 1 時〜 3 時 30 分

※弁護士相談は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー 0084
高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 �町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費生活相談
日　　時	 月〜金曜日　午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4 時
場　　所	 役場 1 階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月〜金曜日　※ 4 月 1 日以降は火曜日は休み
時　　間	 午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4 時 45 分
弁護士相談	 第 1・3 水曜日　午後 1 時〜 4 時　※ 要予約
　　　　　※弁護士相談：4 月 1 日以降は第 1 水曜日のみ実施
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー 1123

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報

課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあいセ
ンター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：町内の郵便局、町内の常陽銀行・筑波銀行

の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支
店、カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店、スーパー
タイヨー阿見店、ランドロームフードマーケット阿見店

●人口と世帯●

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の

フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 183 件（405）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 126件（ 295）
交通事故 17件（ 36）
一般負傷 25件（ 48）
そ の 他 15件（ 26）
合　　計 183件（ 405）

4 月の納税等
固定資産税（1 期）

納期限 5月 7日（火）

5 月の納税等
軽自動車税（全期）

納期限 5月 31日（金）

救急車出動状況　2月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●あみメール登録お願いします●
ス マ ー ト フ ォ ン・携 帯 電 話 で

t-ami@sg-m.jp 宛てに空メール
を送信するか、または左記 QR コ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲二次元コード

0120-131-813

▽ 3 月 1 日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●総人口　47,607人 (＋ 51）
●男　性　23,610人 (＋ 33）
●女　性　23,997人 (＋ 18）
●世帯数　19,693世帯 (＋ 44）

うずら出張所	
☎ 841 ー 1167
健康づくり課	
☎ 888 ー 2940
福祉センターまほろば	
☎ 887 ー 3969
地域子育て支援センター	
☎ 891 ー 2772
阿見消防署	
☎ 887 ー 0119
火災情報案内	
☎ 0297 ー 64 ー 0119
上下水道課	
☎ 889 ー 5151
霞クリーンセンター	
☎ 889 ー 0091
中央公民館	
☎ 888 ー 2526
君原公民館	
☎ 889 ー 1363
かすみ公民館	
☎ 888 ー 8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830 ー 5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840 ー 2761
図書館	
☎ 887 ー 6331
予科練平和記念館	
☎ 891 ー 3344
総合運動公園	
☎ 889 ー 2788
教育相談センター	
☎ 888 ー 1225
町民活動センター	
☎ 888 ー 2051
町男女共同参画センター	
☎ 896 ー 3181
消費生活センター	
☎ 888 ー 1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887 ー 6600

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）


